
【教育理念】児童の笑顔、教師の笑顔、保護者の笑顔が 魅力ある学校を作る 

 《大野木場小学校は 校舎焼失から３５年目 創立から１４５年目を迎えます》  

ＰＴＡ新体制 
 先週２４日（金）の授業参観・学級部会、
そしてＰＴＡ総会には、たくさんの方に御
参加いただきました。年度初めの御多用の
なかにありがとうございました。 
福島慎司 前会長様をはじめ、役員の皆様

方には大変お世話になりました。今後も、
変わらぬお力添えを賜りますよう、よろし
くお願いいたします。 
福山俊祐 新会長様をはじめ、新役員の皆

様、令和８年度が「笑顔いっぱいのPTA活
動」になりますよう、よろしくお願いいた
します。合言葉は「チャレンジ」です！ 

歓迎遠足 
 １７日（金）は、歓迎集会・歓迎遠足を
実施しました。天気が心配されましたが、
程よい気候の中で大きなケガもなく終える
ことができました。 
 歓迎集会での温かい雰囲気、旧校舎で過
ごす一日の中で見せた下級生への優しい声
掛け。どれも「心遣い」が感じられました。
また、道中どちらの手をつないだ方がより
安全なのか、６年生はしっかりと考えてい
ました。置かれた「立場（役割）」と適切な
指導が、子どもたちを成長させてくれます。 

めざす児童像 

「やさしく・かしこく・たくましく」のアッ
プのために今年度「チャレンジ」すること
を前回お伝えしました。その
時々に一つ取り上げてお伝
えします。第１回目は「挨拶」
についてです。 
挨拶の大切さは、大人は十分に理解し

ています。社会人になって、最初に指導
を受けるのは挨拶かもしれません。企業
によっては、毎日の朝礼で挨拶の練習を
したり、挨拶の角度までも指導したりし

ます。 
幼いころ、「挨拶」は習うものではあり

ますが、「言葉遣い」と同様に、習うだけ
でなく、その場面に遭遇し経験すること
で身に付くものです。つまりは、「慣れ
る」ことが重要になります。「場面に遭遇
する」とは、子ども自身が挨拶の経験を
するだけではありません。自分の周りの

人がどのような挨拶をしているのか、見
て学ぶことも含まれています。 
子どもに元気のよい挨拶を求めるな

らば、こちらが元気よく挨拶をする。静
かな中にも温かい挨拶を求めるならば、
表情や声の大きさにも配慮をするでし

ょう。 
今年の目標は、「地域での挨拶」です。

校外学習に出かけた際に、私たち教師は
子どもたちのよい手本となるようにし
ます。日常のお手本は、お父さん・お母

さんです。ともに手本となって、子ども
たちがより良い挨拶に慣れるように頑
張りましょう！ 

 
おもな行事 

５連休も控えています。楽し
く、安全にお過ごしください。 

 
７日(木) 面談週間（～１２日） 

 委員会活動 

１１日(月) 縦割り掃除スタート 
１２日(火) 児童引渡し訓練 
      いのりの灯キャンドル作り 
１３日(水) 体力・運動能力テスト 

 歯科検診 
１６日(土) 市Ｐ連総会 
１７日(日) 深江中学校体育大会 
２１日(木) 修学旅行（～２２日） 
２７日(水) フッ化物洗口開始予定 
２８日(木) 代表委員会 
２９日(金) プール清掃 

３０日(土) ＰＴＡによるプール清掃 
※未定  内科検診 

 

かどわきっ子 
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